
 

★「想像
そうぞう

」から「創造
そうぞう

」へ！ 

～生徒
せいと

と教 職 員
きょうしょくいん

の「知恵
ち え

と 力
ちから

と 心
こころ

」を合
あ

わせて～ 
 ６月１５日（月）の本格的

ほんかくてき

な学校
がっこう

再開
さいかい

から約
やく

半月
はんつき

、当
あ

たり前
まえ

の学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

が少
すこ

しずつ取
と

り戻
もど

せているように感
かん

じます。授業
じゅぎょう

やクラブ活動
かつどう

、清掃
せいそう

や委員
いいん

・係
かかり

仕事
しごと

で

頑
がん

張
ば

る姿
すがた

、お互
たが

いの安心
あんしん

・安全
あんぜん

のために３密
みつ

を避
さ

け、マスクの着用
ちゃくよう

や昼休
ひるやす

みの手洗
てあら

いタイム

にきちんと取
と

り組
く

み「けじめとルール」を大事
だいじ

にした学校生活を送
おく

れているのは、五
ご

中生
ちゅうせい

みんな

の努力
どりょく

と成長
せいちょう

があるからだと大変
たいへん

うれしく感
かん

じています。 

 特
とく

に、６月２４日（水）の避難
ひなん

訓練
くんれん

では、クラス単位
たんい

での素
す

早
ばや

くきびきびし

た行動
こうどう

で目標
もくひょう

の４分
ぷん

以内
いない

を余裕
よゆう

で達成
たっせい

し、織田
お だ

先生
せんせい

からの講評
こうひょう

や連絡
れんらく

事項
じこう

をしっかり顔
かお

をあげて聴
き

く態
たい

度
ど

など、大変
たいへん

素晴
す ば

らしい集団
しゅうだん

行動
こうどう

でした。 

また、２５日（木）６限の進路
しんろ

講演会
こうえんかい

における３年生の態度
たいど

もとても立派
りっぱ

で

した。集 中
しゅうちゅう

して話
はなし

を聴
き

くだけでなく多
おお

くの人がメモをとり、「高校
こうこう

受験
じゅけん

」という壁
かべ

を乗
の

り越
こ

え

るために自分
じぶん

ができることをしっかり考
かんが

えようとする前
まえ

向
む

きな姿
し

勢
せい

に、心
こころ

を打
う

たれました。 

 新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

拡
かく

大防止
だいぼうし

のための学校
がっこう

休 業
きゅうぎょう

や様々
さまざま

な制約
せいやく

、そして

安心
あんしん

・安全
あんぜん

を確
かく

保
ほ

するための取
と

り組
く

みの中
なか

で、「あれもできない、これもできない」

というあきらめやむなしさの気
き

持
も

ちが先
さき

立
だ

ち、可能性
かのうせい

を見失
みうしな

いがちになります。 

今
いま

まで通
どお

りとはならずとも、工夫
くふう

や知恵
ち え

があれば新
あら

たなものを生
う

み出
だ

せるはずです。 

「想像
そうぞう

」とは、実
じっ

際
さい

に見
み

たり聞
き

いたりしていないことを頭
あたま

の中
なか

に思
おも

い描
えが

くこと・・・ 

「創造
そうぞう

」とは、これまでになかった新
あたら

しいものを一
いち

からつくり出
だ

すこと・・・ 

 今
いま

こそ、「想像」から「創造」に向けた取り組みが大事
だいじ

な時です。生徒
せいと

のみなさんと教 職 員
きょうしょくいん

が

「知恵
ち え

と力
ちから

と心
こころ

」を合
あ

わせて、新
あら

たな学校
がっこう

生活
せいかつ

の「かたち」を生
う

み出
だ

していきましょう！ 

★２０２０年度前期生徒会役員を認証しました！ 
 毎年

まいねん

３月に次
じ

年度
ねんど

前期
ぜんき

生徒会
せいとかい

役員
やくいん

選出
せんしゅつ

のための立会演説会
たちあいえんぜつかい

や選挙
せんきょ

を実施
じっし

していますが、新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

対策
たいさく

によ

る臨時
りんじ

休校
きゅうこう

措置
そ ち

のため、実施
じっし

できませんでした。そこで、

今年度
こんねんど

前期
ぜんき

生徒会
せいとかい

役員
やくいん

は昨
さく

年度
ねんど

後期
こうき

役員
やくいん

の４名の了 承
りょうしょう

のも

と、引
ひ

き続
つづ

き活
かつ

動
どう

してもらうことになりました。年々
ねんねん

、成
せい

長
ちょう

と

落
お

ち着
つ

きがみられる五中をさらに素敵
すてき

でみんなの居場所
い ば し ょ

となる学校
がっこう

にしていくために、五中生３

７２名全員
ぜんいん

の想
おも

いと気持
き も

ちを合
あ

わせて前
まえ

へ進
すす

めていきましょう！ 役員
やくいん

のみなさんには２期
き

連続
れんぞく

でご苦労
くろう

をかけます

が、五
ご

中生徒会
ちゅうせいとかい

活動
かつどう

の活性化
かっせいか

に向
む

けてよろ

しくお願
ねが

いします！ 

２０２０年度 前期生徒会役員のみなさん 

会
かい

 長
ちょう

：石尾
いしお

 真
ま

鈴
りん

（３－３）  副会長
ふくかいちょう

：山川
やまかわ

 琴未
ことみ

（３－２）  

書
しょ

  記
き

：河内
かわうち

 あかり（３－４） 会
かい

 計
けい

：半田
はんだ

 かのん（２－１）  
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★6/23「沖縄慰霊の日」～戦後７５年、平和への願い～ 
 ７５年前

ねんまえ

の沖縄戦
おきなわせん

では、住民
じゅうみん

を巻
ま

き込
こ

んだ激
はげ

しい地上戦
ちじょうせん

で２０万人
まんにん

を超
こ

える人
ひと

が

犠牲
ぎせい

になり、沖縄
おきなわ

県民
けんみん

の４人に１人が命
いのち

を落
お

としました。追悼式
ついとうしき

では、県立首里
けんりつしゅり

高校
こうこう

３

年の高良
たから

朱
あ

香音
か ね

さんがつくった平和
へいわ

の詩
し

「あなたがあの時
とき

」を朗読
ろうどく

しました。 

 高良
たから

さんは高校
こうこう

１年の時に沖縄戦
おきなわせん

で住民
じゅうみん

らが避難
ひなん

した糸満市
いとまんし

の壕
ごう

を訪
おとず

れ、その時
とき

に

壕
ごう

の中
なか

で感
かん

じたことと、当時
とうじ

の子
こ

どもたちが戦争
せんそう

に巻
ま

き込
こ

まれていった経過
けいか

を重
かさ

ね合
あ

わせる形
かたち

でこの詩
し

をつづりました。「あなた」への想
おも

い、自分
じぶん

自身
じしん

の決意
けつい

、平和
へいわ

への願
ねが

いを込めて・・ 

あなたがあの時 

  沖縄
おきなわ

県立首里
けんりつしゅり

高校
こうこう

３年 

高良
たから

朱
あ

香音
か ね

  

「懐中
かいちゅう

電灯
でんとう

を消
け

してください」 

一つ、また一つ光
ひかり

が消えていく 

真
ま

っ暗
くら

になったその場所
ばしょ

は 

まだ昼間
ひるま

だというのに 

あまりにも暗
くら

い 

少
すこ

し湿
しめ

った空気
くうき

を感
かん

じながら 

私
わたし

はあの時
とき

を想像
そうぞう

する 

 

あなたがまだ一人
ひとり

で歩
ある

けなかったあの時
とき

 

あなたの兄
あに

は人
ひと

を殺
ころ

すことを習
なら

った 

あなたの姉
あね

は学校
がっこう

へ行
い

けなくなった 

 

あなたが走
はし

れるようになったあの時
とき

 

あなたが駆
か

け回
まわ

るはずだった野原
のはら

は 

真
ま

っ赤
か

っか 友
とも

だちなんて誰
だれ

もいない 

 

あなたが青春
せいしゅん

を奪
うば

われたあの時
とき

 

あなたはもうボロボロ 

家族
かぞく

もいない 食
た

べ物
もの

もない 

ただ真
ま

っ暗
くら

なこの壕
ごう

の中
なか

で 

あなたの見
み

た光
ひかり

は、 幻
まぼろし

となって消
き

えた。 

 

「はい、ではつけていいですよ」 

一つ、また一つ光
ひかり

が増
ふ

えていく 

照
て

らされたその場所
ばしょ

は 

もう真
ま

っ暗
くら

ではないというのに 

あまりにも暗
くら

い 

体 中
からだじゅう

にじんわりとかく汗
あせ

を感
かん

じながら 

私
わたし

はあの時
とき

を想像
そうぞう

する 

あなたが声
こえ

を上
あ

げて泣
な

かなかったあの時
とき

 

あなたの母
はは

はあなたを殺
ころ

さずに済
す

んだ 

あなたは生
い

き延
の

びた 

あなたが少女に白旗を持たせたあの時 

彼女
かのじょ

は真
ま

っ直
すぐ

ぐに旗
はた

を掲
かか

げた 

少女
しょうじょ

は助
たす

かった 

 

ありがとう 

 

あなたがあの時
とき

 

あの人
ひと

を助
たす

けてくれたおかげで 

私
わたし

は今
いま

 ここにいる 

 

あなたがあの時
とき

 

前
まえ

を見続
みつづ

けてくれたおかげで 

この島
しま

は今
いま

 ここにある 

 

あなたがあの時
とき

 

勇気
ゆうき

を振
ふ

り絞
しぼ

って語
かた

ってくれたおかげで 

私
わたし

たちは 知
し

った 

永遠
えいえん

に解
と

かれることのない戦争
せんそう

の呪
のろ

いを 

決
けっ

して失
うしな

われてはいけない平和
へいわ

の尊
とうと

さを 

 

ありがとう 

 

「頭
あたま

、気
き

をつけてね」 

外
そと

の光
ひかり

が私
わたし

を包
つつ

む 

真
ま

っ暗
くら

闇
やみ

のあの中
なか

で 

あなたが見
み

つめた希望
きぼう

の光
ひかり

 

私
わたし

は消
け

さない 消
け

させない 

梅雨晴
つ ゆ ば

れの午後
ご ご

の光
ひかり

を感
かん

じながら 

私
わたし

は平和
へいわ

な世界
せかい

を創造
そうぞう

する 

 

あなたがあの時
とき

 

私
わたし

を見
み

つめたまっすぐな視線
しせん

 

未来
みらい

に向
む

けた穏
おだ

やかな横顔
よこがお

を 

私
わたし

は忘
わす

れない 

平和
へいわ

を求
もと

める仲間
なかま

として 



 


